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質問紙実験によるキャリア自律支援施策の検討


















Employee autonomy is an indispensable foundation for product and service quality 
assurance. In recent years, in Japan and elsewhere, attention has been given to the efforts to 
promote the career autonomy of workers. In this study we conducted a questionnaire 
experiment, and examined the evaluation of corporate policies that support the career 
autonomy of employees using an experimental design.
With the cooperation of employees from Company A, a small- and medium-sized enterprise, 
as well as a twice-conducted questionnaire experiment (with ranked profile cards that include 
values for factors and standards), we used a mathematical methodology to formulate effective 
and detailed policies to support career autonomy for Company A employees. In our 
experiment, we removed data that was statistically problematic, classified the data into 
clusters, conducted analysis, and optimized the data, which led to the derivation of more 
effective policies. As a final step we used a questionnaire to conduct a confirmation survey, 

































In this study, we applied an analysis using a quantitative and mathematical methodology in 
our examination of corporate personnel policies, which can be considered significant, 
representing a new attempt.
Keyword：questionnaire experiment, experimental design, career autonomy support, 






























































































































































































































No. X1開始 X2機会 X3期間 X4申告 X5面談 X6個数 X7評価
1 ２年目 年１回 ６ヵ月 年２回 年２回 年２つ 年２回
2 ２年目 年１回 ６ヵ月 年２回 年２回 年４つ 年４回
3 ２年目 年１回 12ヵ月 年４回 年４回 年２つ 年２回
4 ２年目 年３回 ６ヵ月 年４回 年４回 年２つ 年４回
5 ２年目 年３回 12ヵ月 年２回 年４回 年４つ 年２回
6 ２年目 年３回 12ヵ月 年４回 年２回 年４つ 年４回
7 ３年目 年１回 12ヵ月 年４回 年２回 年２つ 年４回
8 ３年目 年１回 12ヵ月 年２回 年４回 年４つ 年４回
9 ３年目 年１回 ６ヵ月 年４回 年４回 年４つ 年２回
10 ３年目 年３回 12ヵ月 年２回 年２回 年２つ 年２回
11 ３年目 年３回 ６ヵ月 年４回 年２回 年４つ 年２回
12 ３年目 年３回 ６ヵ月 年２回 年４回 年２つ 年４回








































































































































































属性 ３年未満 ％ ３年以上 ％ 計 ％
男性 5 31.3 7 41.2 12 36.4
女性 11 68.8 10 58.8 21 63.6
20代 6 37.5 2 11.8 8 24.2
30代以上 10 62.5 15 88.2 25 75.8




































X1開始 2.5785 1 2.5785 6.733 0.0357 6.96
X4申告 1.5498 1 1.5498 4.047 0.0842 3.70
X5面談 3.1904 1 3.1904 8.331 0.0234 8.90
X6個数 12.8910 1 12.8910 33.662 0.0007 39.66
X7評価 8.6488 1 8.6488 22.584 0.0021 26.21
モデル 28.8584 5 5.7717 15.072 0.0013 85.43








X1開始 3.2399 1 3.2399 68.993 <.0001 9.8
X2機会 1.4948 1 1.4948 31.832 0.0008 4.44
X5面談 5.4913 1 5.4913 116.937 <.0001 16.71
X6個数 19.7935 1 19.7935 421.498 <.0001 60.61
X7評価 2.2330 1 2.2330 47.551 0.0002 6.71
モデル 32.2526 5 6.4505 137.362 <.0001 98.27

























































































































No 個数 評価 面談
1 年２つ 年２回 年２回
2 年２つ 年２回 年４回
3 年２つ 年４回 年２回
4 年２つ 年４回 年４回
5 年４つ 年２回 年２回
6 年４つ 年２回 年４回
7 年４つ 年４回 年２回
8 年４つ 年４回 年４回




No 個数 面談 開始
1 年２つ 年２回 ２年目～
2 年２つ 年２回 ３年目～
3 年２つ 年４回 ２年目～
4 年２つ 年４回 ３年目～
5 年４つ 年２回 ２年目～
6 年４つ 年２回 ３年目～
7 年４つ 年４回 ２年目～
8 年４つ 年４回 ３年目～
9 年３つ 年３回 2.5年目～
　出所）筆者作成。






































































クラスター 推定値 信頼下限 信頼上限
３年未満クラスター１（12名） 8.49  7.47 9.51
３年未満クラスター２（３名） 5.87  5.37 6.38













クラスター 推定値 信頼下限 信頼上限
３年未満クラスター１（12名） 8.49  7.47 9.51
３年未満クラスター２（３名） 8.33  7.71 8.96


























































































クラスター 推定値 信頼下限 信頼上限
３年以上クラスター１（４名） 8.38 7.88 8.87
３年以上クラスター２（８名） 8.20 7.83 8.57































































支持数 39 33 33 34
支持率 70.9 60.0 60.0 61.8




不支持数 4 4 2 7



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































yˆ  = f（x, m, z）= A（x, m）+ D（x, m）z 
= A（x1, …, xp, m）+ D（x1, …, xp, m）z 










yˆ  = f（x, z1, z2） 
= A（x）+ D1（x）z1 + D2（x）z12 + D12（x）z12 
= A（x1, …, xp）+ D1（x1, …, xp）z1 














































































































































































































































































３．Edgar Henry Schein, 1978, Career dynamics: 
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【注】
１ 　キャリアとは、仕事生活の積み重ねを表す概念
である（金井，2002）。本研究では、組織内にお
ける従業員の内的キャリアを研究対象とする。
２ 　従業員が主体的に行動し、継続的にキャリア開
発に取り組んでいること（堀内・岡田，2009）。
３ 　本研究ではキャリア自律支援と自律的キャリ
ア形成支援を同様の意味として扱う。
４ 　職業における目的、自らの能力、興味・欲求、
価値観に関する自己認識（堀内・岡田，2009）。
５ 　異動を希望する部門名、その理由を明確に意思
表示することである。場合によっては、希望する
部門との面談、プレゼンテーションを求められる
こともある。
６ 　将来の漠然としたキャリアコースや職種の希
望について申告しておくことである。

